
 1 

 
 
 

２０１０年９月９日 
 
 

 
ハイブリッド電気自動車（ＨＥＶ）用次世代正極材料 
「リン酸バナジウムリチウム」の大幅な性能向上に成功 

 
 
 

株式会社 ＧＳユアサ（社長：依田 誠、本社：京都市南区）は、安全性が高く出力特性に優れるリチウムイオン

電池用正極材料「リン酸バナジウムリチウム」（※）を開発いたしました。このリン酸バナジウムリチウムは、高い

出力密度や、優れた安全性による電池システムコストの低減が期待できることから、ハイブリッド電気自

動車（ＨＥＶ）やアイドリングストップを含むマイクロＨＥＶ向けに当社は今後、このリン酸バナジウムリチウムを

正極材料に用いたリチウムイオン電池の開発を進めていく予定です。 

 

リン酸バナジウムリチウムは、従来の正極材料と比べ、安全性の高いリチウムイオン電池用正極活物質と

して注目を集めているポリアニオン系正極材料の一種です。これまでポリアニオン系正極材料としては、

リン酸鉄リチウムの実用化が進められておりますが、リン酸鉄リチウムの抵抗が高いことや、比較的製造

コストが高い合成法を用いる必要がありました。 

 

当社では、次世代ポリアニオン正極材料としてリン酸バナジウムリチウムに着目して開発を進めてまいり

ました。このたび、従来の正極材料より比較的安価な合成法を用いてリン酸バナジウムリチウムが合成

可能であり、さらに、この正極材料を用いたリチウムイオン電池で、リン酸鉄リチウムと同等の安全性を確保

しつつ、それを２０％上回る出力特性を得ることに成功いたしました。 

 

この次世代ポリアニオン系正極材料開発の一部は独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

（ＮＥＤＯ）委託事業「次世代自動車用高性能蓄電システム技術開発」により実施したものであり、その成果に

つきましては、１１月９～１１日に愛知県産業労働センターで開催される「第５１回電池討論会」（主催：

（社）電気化学会電池技術委員会）で発表いたします。 

 

【リン酸バナジウムリチウムの特長】 
１．安全性が高い 
２．高い出力密度 
３．抵抗が低いので、充放電性能に優れている 
４．安価な合成法で合成可能 

 
【リン酸バナジウムリチウムを正極材料に用いたリチウムイオン電池の試作品の仕様】 

公称電圧（Ｖ） ３．５ 
容量（Ａｈ） ５．０ 

長さ １１２ 
幅 ２１ 寸法（ｍｍ） 

高さ ８１ 
質量（ｇ） ３１８ 
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【写  真】 
リン酸バナジウムリチウムを正極材料に用いたリチウムイオン電池の試作品 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※リン酸バナジウムリチウムのバナジウム源として、太陽鉱工（株）が使用済み触媒より回収した高純度バナ

ジウムを使用しました。 
 
［この件に関するお問い合わせ先］ 

 株式会社 ＧＳユアサ  広報室           ＴＥＬ ０７５－３１２－１２１４ 


